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「まかせてね！〇〇家の食事」

○課

①「食」の学習で，できるようになったこと

②「まかせてね！」と言えるようもっとできるように

なりたいこと

○ふ

名

前

家族との毎日の食事をふりかえり，学習の見通し

をもとう。

○自 ○友
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（３）展開

配時 学習活動及び内容 ・指導上の留意点

内容 Aとの関連

評価場面・評価方法

５

15

７

13

５

１ 本時の学習課題をつかむ。

２ 前時の学習について振り返り，自

分たちの調べるテーマを再度確認

する。

・実は火が通りにくい物から入れ

る。

・みそは最後に入れる。

・家族の好みのだしをとってみそ汁

を作っていた。

・彩りも考えられていた。

・旬の野菜が入っている。

・煮えにくい実は切り方を工夫す

る。

・三つのグループを意識して実を選

ぶ。

３ グループごとに実験調理をする。

１班 みそ先入れ

２班 みそ後入れ

３班 だしあり

４班 だしなし

５班 大根 油揚げ ねぎ

６班 ねぎ 油揚げ 大根

４ ペアグループで試食をし，結果を

話し合う。

５ 結果を発表し，わかったことを全

体で話し合う。

・みそは後に入れることで香りがひき

たつ。

・だしを入れることで，うま味のある

みそ汁になる。

・実は煮えにくいものから入れること

でちょうどよく火が通る。

６ 本時の学習を振り返り，次時の学

習について知る。

インタビューの結果から出てき

たおいしさの秘密を再度確認し，

その中から本時では，「だし」，

「実を入れる順序」，「みその扱

い方」について条件を変えた調理

実験をし，おいしいみそ汁を作る

ためのポイントを調べることを

伝える。

・何のための実験かを確実に押さえ

るために，前時までに実験のテー

マや調理計画を確認させておく。

・自分達がどの条件で実験を進めて

いくかを再度確認させるために，

実験に入る前に，実験テーマを発

表させる。

・グループごとに実験の内容が違う

ことを伝え，ペアグループとの食

べ比べから，おいしさのポイント

を見つけることを再度確認する。

・調理時間を短縮するために，食材

はあらかじめ計量し，切っておい

たものを各グループに配付する。

・グループごとに実験結果をホワイ

トボードに書かせ，全体で共有で

きるようにする。

・他のグループの実験結果も聞き，

実験から分かったことをまとめ

ていくよう助言する。

・好みの差についても確認した上

で，おいしいみそ汁を作るための

ポイントをまとめていくように

する。

・次時では，本時でわかったみそ汁

のおいしさのひみつを生かして，

米飯とみそ汁の調理計画を立て

ることを伝える。

みそ汁の作り方について

わかったことを発表し，

まとめる場面

■評価方法

【行動観察・ワークシート】

知識・理解

おいしいみそ汁を作るには？
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７ 授業のポイント

・本題材は，内容 A「家庭生活と家族」と内容 B「日常の食事と調理の基礎」との関連を図りながら，
栄養素の体内での働きを理解し，バランスよく食べることの意味などを理解した上で，米飯とみそ

汁作りの基本的な技能を身に付けさせることをねらいとした。そして，広げる・深めるの段階で，「

家のみそ汁」というテーマで，自分の家族を考えたみそ汁作りを行う実践を通して，家族の一員と

して自分のできることを増やしていけるようにした。

・家庭との連携を十分に図り，インタビューや実践ができるように，学年便りや学級通信等でお願い

をしておくとよい。

・調理実験の時間は，何のための実験か，何をしらべたいのかをよく理解させる必要がある。

・調理実習前に，実験をすることよって実感を伴う理解ができ，調理実習や家庭での実践につながる。

・本指導計画では，技能を見取る時間が少なかったとの反省点があるので，技能を評価する時間を学

校の実態に合わせて増やすとよい。
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○め

◎ 実験からわかったこと

○ふ
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